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天
文
計
算
で
日
本
の
歴
史
上
の
出
来
事
を
実
感
す
る

土
居
原
町
　
　

後
　
藤
　
　
　
朗

　

一
、
は
じ
め
に

　

令
和
四
年
九
月
七
日
、金
沢
市
石
引
町
の「
石
川
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」

に
お
い
て
講
師
を
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
同
セ
ン
タ
ー
主
催
の
数
々

の
講
座
の
な
か
に
「
あ
す
な
ろ
悠
々
塾
」
と
い
う
の
が
あ
り
、
私
は
過
去
十

年
ほ
ど
、主
に
「
日
本
の
歴
史
」
に
つ
い
て
年
に
一
、二
回
講
演
し
て
き
た
。

今
回
は
、
表
題
に
掲
げ
た
「
天
文
計
算
で
…
…
」
と
い
う
今
ま
で
誰
も
し
た

こ
と
が
な
い
よ
う
な
演
題
と
内
容
で
あ
っ
た
。

　

聴
講
の
皆
様
に
こ
の
論
考
の
第
四
の
よ
う
な
資
料
を
で
き
る
だ
け
多
く
お

渡
し
し
て
、
テ
レ
ビ
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
も
使
っ
て
お
話
し
し
た
。
以
下
の
①
～

⑧
は
お
渡
し
し
た
「
レ
ジ
ュ
メ
」
の
全
項
目
で
あ
る
。

①
天
平
２
年
（
７
３
０
年
）
１
月
13

日　

大
宰
府
「
梅
花
の
宴
」

②
寛
治
５
年
（
１
０
９
１
年
）
７
月
17

日　

加
賀
国
国
府
「
立
待
の
月
」

③
天
承
２
年
（
１
１
３
２
年
）
７
月
16

日　

京
都
九
条
「
皆
既
月
食
」

④
永
禄
４
年（
１
５
６
１
年
）９
月
９
日　

信
濃
国
川
中
島「
川
中
島
の
戦
い
」

⑤
天
正
５
年
（
１
５
７
７
年
）
９
月
23

日　

加
賀
国
石
川
郡
南
端
「
手
取
川

の
戦
い
」

⑥
天
正
19

年
（
１
５
８
２
年
）
６
月
13

日　

山
城
国
山
崎
「
山
崎
の
戦
い
（
天

王
山
の
戦
い
）」

⑦
慶
長
19

年
（
１
６
１
４
年
）　
　

前
田
利
常
の
「
大
坂
冬
の
陣
」

　

慶
長
19

年
（
１
６
１
４
年
）
10

月
12

日　

越
前
国
南
端
「
木
の
芽
通
過
」

　

慶
長
19

年
（
１
６
１
４
年
）
12

月
４
日　

摂
津
国
大
坂
城
南
端
「
真
田
丸

の
戦
い
」

⑧
元
禄
２
年
（
１
６
８
９
年
）
７
月
26

日　

加
賀
国
小
松
北
端
「
歓
生
亭

五
十
韻
句
会
」「
二
十
六
夜
月
」

　

こ
の
論
考
で
は
以
上
の
う
ち
で
項
目
の
①
と
②
そ
し
て
⑧
に
つ
い
て
論
述

さ
せ
て
い
た
だ
く
。
実
は
、項
目
⑧
に
つ
い
て
は
、当
日
の
「
あ
す
な
ろ
悠
々

評

論

評

論

【
自
由
作
品
】
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塾
」
で
は
予
定
の
一
時
間
半
の
講
演
時
間
内
で
解
説
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た

の
機
会
に
で
き
た
ら
と
願
っ
て
い
る
。

二
、
天
平
二
年
（
７
３
０
年
）
正
月
十
三
日　

大
宰
府
「
梅
花
の
宴
」

　

わ
が
国
の
元
号
「
令
和
」
の
出
典
は
、
周
知
の
よ
う
に
『
万
葉
集
・
巻

五
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
大
伴
旅
人
が
記
し
た
「
梅
花
の
歌
三
十
二
首
併
せ

て
序
」
と
あ
る
そ
の
「
梅
花
の
宴
序
文
」
の
中
の
「
令
月
・
風
和
」
と
さ
れ

て
い
る
。〈
天
平
二
年
正
月
十
三
日
に
帥
老
（
そ
ち
ろ
う
）
の
宅
（
い
え
）

に
あ
つ
ま
り
て
宴
会
を
の
べ
た
り
。
時
に
初
春
の
令
月
に
し
て
気
淑
（
よ
）

く
風
和
（
や
わ
ら
）
ぐ
〉

　

も
っ
と
も
、
こ
の
序
文
は
漢
籍
『
文
選
』
の
張
衡
（
ち
ょ
う
こ
う
）『
帰

田
賦
（
き
で
ん
ふ
）』〈
仲
春
の
令
月
、
時
は
和
し
気
清
し
〉
そ
し
て
、
日
本

の
書
道
で
お
な
じ
み
の
王
羲
之
（
お
う
ぎ
し
）
に
よ
る
『
蘭
亭
序
（
ら
ん
て

い
じ
ょ
）』〈
是
（
こ
）
の
日
や
天
朗
（
ほ
が
）
ら
か
に
気
清
く
、
恵
風
（
け

い
ふ
う
）
和
暢
（
わ
ち
ょ
う
）
な
り
〉
な
ど
を
背
景
と
し
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

　

と
く
に
、
わ
た
く
し
は
『
蘭
亭
序
』
の
筆
跡
よ
り
も
む
し
ろ
書
か
れ
た
内

容
が
好
き
で
、
そ
の
現
代
文
に
な
っ
た
の
を
何
度
も
何
度
も
読
ん
で
き
た
。

も
ち
ろ
ん
大
伴
旅
人
の「
梅
花
の
宴
序
文
」も
優
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、
元
号
「
令
和
」
の
直
接
の
出
典
が
『
万
葉
集
・
巻
五
』
の
そ

れ
と
聞
い
て
じ
つ
に
喜
ば
し
い
思
い
を
い
だ
い
た
。

　

「
令
月
」
は
旧
暦
二
月
の
異
名
で
あ
る
け
れ
ど
も
、こ
の
「
正
月
（
一
月
）」

と
記
さ
れ
た
序
文
の
月
は
年
月
の
「
お
め
で
た
い
月
」
と
解
す
る
の
が
通
説

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
私
は
「
美
し
い
お
月
様
」
と
み
な
し
た
ほ
う
が

お
も
む
き
が
あ
っ
て
味
わ
い
深
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

当
時
大
宰
府
の
長
官
で
あ
っ
た
大
伴
旅
人
の
邸
宅
に
て
「
梅
花
の
宴
」
が

催
さ
れ
た
の
は
奈
良
時
代
の
天
平
二
年
一
月
十
三
日
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
は

西
暦
の
ユ
リ
ウ
ス
暦
７
３
０
年
２
月
４
日
に
あ
た
る
。
旧
暦
の
十
三
日
と
い

え
ば
、
夕
方
四
時
ご
ろ
に
は
「
月
齢
十
三
」
前
後
の
日
本
人
好
み
の
「
十
三

夜
月
」
が
す
で
に
東
の
空
に
上
っ
て
い
る
。

　

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
で
簡
単
に
手
に
入
る
天
文

計

算

で

７

３

０

年

２

月

４

日

午

後

４

時
（

地

域

名
：

福

岡　

０
７
３
０
０
２
０
４
１
６
０
０
）
と
入
力
し
て
み
る
と
、
そ
の
時
刻
に
月
齢

十
二
の
白
い
お
月
様
が
、
東
北
東
の
方
角
高
度
約
14

度
の
位
置
に
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
日
没
時
の
午
後
６
時
に
は
真
東
の
方
向
高
度
38

度
の

位
置
に
、
午
後
７
時
に
は
東
南
東
の
方
向
の
見
上
げ
る
よ
う
な
高
さ
の
50

度

の
位
置
に
あ
っ
て
美
し
く
白
く
輝
い
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
の
で
あ

る
。
も
し
、「
宴
」
が
寒
い
夜
で
あ
っ
て
も
午
後
９
時
ま
で
行
わ
れ
て
い
た

な
ら
、「
朗
々
と
し
て
美
し
い
お
月
様
が
真
上
か
ら
梅
園
を
照
ら
し
て
い
た

こ
と
に
な
る
。「
序
文
」
に
あ
る
通
り
の
す
ば
ら
し
い
「
梅
花
の
宴
」
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
天
文
計
算
に
よ
り
科
学
的
に
実
証
で
き
た
と
思
う
。

三
、
寛
治
五
年
（
１
０
９
１
年
）
七
月
十
七
日　

加
賀
国
国
府
「
立
待
の
月
」

　

平
安
時
代
後
期
の
寛
治
四
年
（
１
０
９
０
年
）、
白
河
上
皇
の
直
臣
で
正

五
位
藤
原
為
房
（
ふ
じ
わ
ら
の
た
め
ふ
さ
）
は
上
皇
の
特
命
に
よ
っ
て
加
賀

守
に
就
任
し
た
。
藤
原
為
房
は
官
僚
ゆ
え
に
宮
中
に
お
け
る
実
務
に
い
そ
が

し
い
の
で
、就
任
の
年
に
家
来
に
し
て
い
た
平
正
盛（
た
い
ら
の
ま
さ
も
り
）

を
先
使
（
代
理
）
と
し
て
派
遣
し
て
い
た
。
平
正
盛
は
、
後
に
武
家
と
し
て

は
じ
め
て
太
政
大
臣
に
ま
で
上
り
つ
め
政
権
を
掌
握
し
て
栄
華
を
極
め
た
平

清
盛
（
た
い
ら
の
き
よ
も
り
）
の
祖
父
で
あ
る
。

　

寛
治
五
年
（
１
０
９
１
年
）
七
月
、
藤
原
為
房
は
任
地
の
加
賀
国
に
は
じ

め
て
赴
任
し
た
。
任
地
の
加
賀
国
国
府
（
現
在
の
石
川
県
小
松
市
古
府
町
付

近
）
に
お
い
て
数
々
の
職
務
を
こ
な
し
た
為
房
は
約
二
十
日
ほ
ど
で
帰
京
し

て
い
る
。

　

為
房
は
宮
中
に
お
け
る
行
事
な
ど
を
日
記
（『
為
房
卿
記
』）
と
し
て
詳
細

に
記
し
て
お
り
、
加
賀
国
に
在
任
中
の
こ
と
も
七
月
一
日
の
赴
任
か
ら
帰
京
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ま
で
の
二
十
日
間
の
こ
と
を
簡
略
な
が
ら
記
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
一

日
一
日
為
房
が
任
地
で
行
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
は
、
こ
の

よ
う
に
国
守
が
赴
任
地
で
行
っ
た
こ
と
を
記
し
た
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
極
々
ま
れ
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
奇
跡
に
近
い
こ
と
と
私
は
思

う
。

　

藤
原
為
房
は
赴
任
地
加
賀
国
国
府
で
最
初
の
勤
め
と
な
っ
た
月
初
の
朔
幣

（
さ
く
へ
い
）
と
い
う
神
事
を
か
わ
き
り
に
、
白
山
宮
、
府
南
社
、
国
分
寺

の
齋
会
（
さ
い
え
‥

神
事
・
仏
事
の
儀
式
）
に
参
ず
る
な
ど
、
国
守
と
し
て

の
職
務
を
こ
な
し
た
。
任
務
を
お
え
た
為
房
は
、
七
月
十
七
日
の
夕
暮
れ
に

舟
に
乗
り
、翌
十
八
日
の
早
朝
に
国
司
の
館
に
戻
っ
て
い
た
。『
為
房
卿
記
』

の
寛
治
五
年
七
月
十
七
日
、
同
十
八
日
の
条
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。〈
十
七
日
、
甲
戌
、
此
夕
乗
船
。
十
八
日
、
乙
亥
、
早
旦
着
帰
館
…
…
〉

　

こ
の
十
七
日
は
ユ
リ
ウ
ス
暦
で
は
１
０
９
１
年
８
月
４
日
で
あ
り
、
天

文
計
算
で
１
０
９
１
年
８
月
４
日
午
後
８
時
30

分
（
地
域
名
：
金
沢　

１
０
９
１
０
８
０
４
２
０
３
０
）
と
入
力
し
て
み
る
と
、
そ
の
時
刻
に
月
齢

十
六
の
お
月
様
が
、
東
方
の
白
山
連
峰
に
上
っ
て
く
る
。
こ
の
日
の
日
没
は

午
後
７
時
前
で
あ
る
か
ら
月
の
出
の
こ
ろ
は
ま
っ
た
く
の
闇
夜
で
あ
っ
た
。

真
夜
中
の
午
後
11

時
ご
ろ
に
は
、
こ
の
地
か
ら
南
東
の
方
向
の
白
山
山
頂
の

上
空
に
、
お
月
様
が
輝
い
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
月
齢
十
六
は
、
満
月
に
近

い
の
で
、
そ
の
明
る
さ
で
真
夜
中
の
「
霊
峰
白
山
」
が
は
っ
き
り
と
見
え
た

で
あ
ろ
う
。

　

平
安
貴
族
が
「
満
月
の
夜
に
舟
に
乗
り
、
翌
朝
早
く
館
に
戻
る
」
と
い
う

こ
と
は
、
ど
こ
か
で
「
観
月
の
宴
」
が
催
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
こ
の
時

代
は
、
詩
や
和
歌
ば
か
り
で
な
く
、
管
弦
も
身
近
で
欠
か
せ
な
い
楽
し
み
で

あ
り
教
養
で
あ
っ
た
。
人
々
は
邸
内
に
あ
っ
て
も
野
山
に
あ
っ
て
も
、
親
し

い
人
と
共
に
そ
れ
に
興
じ
た
。

　

寛
治
五
年
七
月
十
七
日
は
、
任
務
を
終
え
た
白
河
上
皇
直
臣
の
藤
原
為
房

加
賀
守
が
帰
京
す
る
と
い
う
の
で
、私
は
ど
こ
か
で
送
別
の
礼
を
兼
ね
た「
観

月
の
宴
」
が
な
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
と
考
え
て
、
そ
れ
を
「
湖
上
に
浮
か

べ
た
筏
の
上
で
の
月
見
の
宴
」
で
あ
る
と
想
像
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
「
月
見
の
宴
」
を
中
心
に
し
て
、『
幻
の
湖
』
と
題
し
て
平
成

二
十
一
年
に
小
説
と
し
て
書
い
た
。
や
っ
と
書
き
上
げ
て
、
締
め
切
り
日
に

『
小
松
文
芸
』
第
58

号
（
２
０
１
０
）
に
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
と
こ

ろ
が
投
稿
の
翌
日
に
「
小
松
市
民
病
院
」
に
緊
急
入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

　

そ
の
二
年
後
に
、
よ
り
多
く
の
方
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
加

筆
訂
正
を
し
、「
平
家
物
語
秘
話
」
と
い
う
副
題
を
そ
え
て
北
國
新
聞
社
の

文
芸
誌
『
北
國
文
華
』
第
51

号
（
２
０
１
２
春
）
に
寄
稿
し
た
ら
幸
い
に
も

掲
載
し
て
い
た
だ
け
た
。
こ
の
年
（
２
０
１
２
年
）
は
一
月
か
ら
十
二
月
ま

で
五
十
回
に
わ
た
っ
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
『
平
清
盛
』
の
放
映
が
あ
っ

た
。
第
一
回
（
ふ
た
り
の
父
）
に
平
清
盛
の
祖
父
の
平
正
盛
（
演
者
：
中
村

敦
夫
）
が
登
場
し
て
い
た
。
最
終
回
（
遊
び
を
せ
ん
と
や
生
ま
れ
け
む
）
は

十
二
月
二
十
三
日
夜
の
放
映
で
あ
っ
た
が
、
私
は
こ
の
最
終
回
を
二
度
目
の

入
院
の
ベ
ッ
ド
の
上
で
見
て
い
た
。
退
院
の
二
日
前
で
あ
っ
た
。

四
、
元
禄
二
年
七
月
二
十
六
日　

加
賀
国
小
松
町
北
端
「
歓
生
亭
五
十
韻
句

会
」
「
二
十
六
夜
月
」

　

元
禄
二
年
（
１
６
８
９
年
）
の
初
秋
、『
お
く
の
ほ
そ
道
』
紀
行
途
上
の

芭
蕉
翁
は
旧
暦
七
月
二
十
四
日
に
金
沢
を
発
っ
て
小
松
に
着
い
た
。
そ
の

翌
々
日
の
七
月
二
十
六
日
夜
、
梯
川
左
岸
に
あ
っ
た
小
松
泥
町
（
小
松
市
大

川
町
）
の
歓
生
亭
で
行
わ
れ
た
句
会
に
招
か
れ
主
客
と
し
て
参
加
し
た
。

五
十
韻
と
い
う
五
十
句
か
ら
な
る
俳
諧
連
歌
の
会
で
あ
っ
た
。

〈
七
月
廿
六
日　

巳
ノ
刻
（
午
前
十
時
ご
ろ
）
ヨ
リ

風
雨
甚
シ　

今
日
ハ
歓
生
方
へ
被
カ
ル　

申
ノ
刻

（
午
後
四
時
ご
ろ
）
ヨ
リ
晴　

夜
ニ
入
テ
俳
五
十
句

終
而
帰
ル　

庚
申
也
〉『
曽
良
旅
日
記
』
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ぬ
れ
て
行
や
人
も
お
か
し
き
雨
の
萩
（
発
句
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芭
蕉
翁

　

す
ゝ
き
隠
に
薄
葺
家
（
添
句
）　

享
子
（
歓
生
）

　

月
見
と
て
猟
に
も
出
ず
船
あ
げ
て
（
第
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曽
良

　
　

﹇
以
下
、
四
十
五
句
は
省
略
﹈

　

は
つ
花
は
万
才
帰
る
時
な
れ
や　

芭
蕉
翁

　

酒
に
い
さ
め
る
宿
の
山
吹
（
挙
句
）
塵
生

　

句
会
が
夜
を
徹
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
は
、『
曽
良
旅
日
記
』
に
記
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
こ
の
日
が
ち
ょ
う
ど
「
庚
申
待
（
こ
う
し
ん
ま
ち
）」
の
日

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
。「
庚
申
待
」
と
は
干
支
で
「
庚
申
」
の
日
に

神
仏
を
祀
っ
て
徹
夜
す
る
行
事
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
句
会
が
「
二
十
六
日
月
の
観
月
句
会
」
で
も
あ
っ
た
こ
と

は
、「
日
記
」
の
日
付
と
曽
良
に
よ
る
「
月
見
と
て
…
…
」
の
第
三
句
か
ら

わ
か
る
。
曽
良
は
こ
の
二
年
前
に
月
見
を
目
的
と
し
た
『
鹿
島
紀
行
』
で
も

芭
蕉
翁
に
同
行
し
て
い
て
「
月
見
ん
と
汐
ひ
き
の
ぼ
る
舟
と
め
て
」
と
い
う

よ
く
似
た
句
を
同
じ
第
三
句
と
し
て
詠
ん
で
い
る
。

　

「
日
記
」
か
ら
、
二
十
六
日
の
晩
は
晴
れ
わ
た
っ
て
お
り
、
歓
生
亭
の
あ

る
場
所
が
梯
川
の
左
川
岸
で
あ
り
、
句
会
中
に
神
秘
的
な
月
の
出
を
見
た
と

想
像
で
き
る
。
ま
た
、歓
生
亭
と
同
じ
町
内
に
あ
り
す
ぐ
近
く
の「
西
照
寺
」

か
ら
届
く
「
暮
れ
六
つ
」
と
「
明
け
六
つ
」
の
鐘
の
音
が
聞
こ
え
て
い
た
に

違
い
な
い
。

　

「
西
照
寺
」
の
鐘
は
そ
の
五
年
前
に
当
句
会
の
亭
主
で
も
あ
る
堤
歓
生
が

西
照
寺
に
寄
進
し
た
梵
鐘
で
あ
る
。
今
も
小
松
市
の
旧
市
街
地
に
あ
る
他
の

三
か
寺
の
梵
鐘
と
と
も
に
、「
先
の
大
戦
」中
に
お
け
る
金
属
の「
戦
時
供
出
」

を
あ
や
う
く
免
れ
て
い
た
と
い
う
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
。
三
百
数
十
年
も

経
た
今
で
も
芭
蕉
翁
が
耳
に
し
た
同
じ
鐘
の
響
き
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
と

は
、
ま
こ
と
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。

〈
七
月
廿
七
日　

快
晴　

所
ノ
諏
訪
宮
祭
ノ
由
聞
テ
詣
〉『
曽
良
旅
日
記
』

　

徹
夜
の
観
月
句
会
が
終
了
し
た
後
、
芭
蕉
翁
は
祭
礼
が
行
わ
れ
て
い
る
諏

訪
社
に
参
詣
し
た
。「
明
け
ゆ
く
や
二
十
七
夜
も
三
日
の
月
」
と
い
う
芭
蕉

翁
の
句
が
あ
る
が
、
句
会
が
終
わ
っ
た
時
に
は
明
け
方
の
空
に
ち
ょ
う
ど
六

ケ
月
前
の
弥
生
三
月
二
十
七
日
に
江
戸
を
旅
立
つ
時
に
見
た
の
と
同
じ
逆
三

日
月
形
の
「
有
明
月
」
が
美
し
い
姿
を
見
せ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。『
お
く

の
ほ
そ
道
』
の
「
旅
立
ち
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
弥
生
も
末
の
七
日
、

あ
け
ぼ
の
の
空
朧
々
と
し
て
、
月
は
有
明
に
て
光
を
さ
ま
れ
る
も
の
か
ら
」

『
お
く
の
ほ
そ
道
』）

　

こ
の
数
日
後
、
同
行
し
た
北
枝
が
、「
有
明
の
祭
の
上
座
か
た
く
な
し
」

と
い
う
句
を
山
中
温
泉
で
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
句
か
ら
、
当
時
の
諏
訪
宮
祭

は
「
有
明
祭
」
と
も
称
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
芭
蕉
翁
が

わ
ざ
わ
ざ
参
詣
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

「
二
十
六
夜
待
」
と
い
う
の
は
、
旧
暦
七
月
二
十
六
日
の
夜
に
月
が
昇
る

の
を
待
っ
て
拝
む
行
事
で
あ
る
。
日
没
後
、
西
の
空
に
見
え
る
「
三
日
月
」

と
ち
ょ
う
ど
左
右
が
逆
の
形
の
「
月
齢
二
十
六
の
月
」
で
あ
る
が
、
実
際
に

こ
の
月
が
出
る
の
は
真
夜
中
を
過
ぎ
た
午
前
２
時
ご
ろ
（「
丑
の
上
刻
」）
に

な
る
。

　

「
二
十
六
夜
月
」
が
出
る
時
、
ま
ず
左
上
の
先
端
が
現
れ
、
つ
づ
い
て
右

端
と
本
体
が
姿
を
み
せ
る
。
こ
れ
を
神
道
で
は
「
三
光
」
と
称
し
、
仏
教
で

は
「
阿
弥
陀
如
来
」「
観
音
菩
薩
」「
勢
至
菩
薩
」
の
「
阿
弥
陀
三
尊
」
と
し

て
拝
む
と
い
う
信
仰
で
あ
り
、今
も
国
内
の
地
方
に
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
。

　

旧
暦
八
月
十
五
日
の
「
中
秋
の
名
月
」、旧
暦
九
月
十
三
日
の
「
十
三
夜
」、

そ
し
て
旧
暦
七
月
二
十
六
日
の
「
二
十
六
夜
待
」、
こ
れ
ら
の
月
見
が
江
戸

時
代
の
代
表
的
な
月
見
で
あ
っ
た
。と
く
に
江
戸
時
代
の
江
戸
で
は「
二
十
六

夜
待
の
月
見
」
は
「
三
大
月
見
」
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
、
庶
民
に
と
っ
て
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月
見
を
口
実
に
、
同
好
の
仲
間
と
詩
歌
や
歌
舞
音
曲
な
ど
を
楽
し
ん
だ
り
飲

食
な
ど
を
し
な
が
ら
、
納
涼
も
か
ね
て
神
秘
的
な
月
の
出
を
夜
ふ
か
し
し
て

待
ち
つ
づ
け
た
。
浮
世
絵
の
広
重
に
よ
る
『
東
都
名
所
高
輪
廿
六
夜
待
遊
興

之
図
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
見
晴
ら
し
の
良
い
広
場
に
は
酒
食
の
屋

台
が
な
ら
び
海
に
は
屋
形
船
が
出
て
、
高
輪
や
品
川
の
海
岸
は
多
く
の
人
出

で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

「
中
秋
の
名
月
（
十
五
夜
）」「
十
三
夜
」
は
現
代
人
に
な
じ
み
が
あ
る
が
、

「
二
十
六
夜
待
」
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
ら
れ
た
に
ひ
と
し
い
風
習
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

　

今
も
な
お
金
沢
市
寺
町
五
丁
目
の
犀
川
左
岸
に
あ
る
「
諏
訪
神
社
」
に
お

い
て
「
三
光
さ
ん
」
と
称
す
る
「
月
拝
祭
（
げ
っ
ぱ
い
さ
い
）」
が
あ
り
、

毎
年
欠
か
さ
ず
に
旧
暦
の
こ
の
日
の
深
夜
に
営
ま
れ
て
い
る
。
全
国
的
に
き

わ
め
て
希
少
で
貴
重
な
神
事
で
あ
る
。
こ
の
犀
川
左
岸
に
立
地
す
る
神
社
か

ら
、
犀
川
の
流
れ
の
東
北
東
方
向
に
午
前
一
時
半
か
ら
二
時
ご
ろ
（「
丑
の

上
刻
」）
に
神
秘
的
な
「
二
十
六
夜
月
」
が
上
が
っ
て
く
る
の
が
望
ま
れ
る

の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
こ
の
「
諏
訪
神
社
」
の
す
ぐ
近
く
、
同
じ
犀
川
左
岸
に
立
地
し

て
い
る
料
亭
「
つ
ば
甚
」
に
は
「
月
の
間
」
と
名
付
け
ら
れ
た
お
座
敷
が
あ

る
。
紅
殻
の
壁
が
美
し
く
眺
望
が
と
て
も
よ
く
て
最
も
人
気
あ
る
お
座
敷
と

の
こ
と
で
あ
る
。

　

な
ぜ
こ
こ
が
「
月
の
間
」
と
い
う
名
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
眺
望
の

よ
い
は
ず
の
「
月
の
間
」
か
ら
は
、八
月
の
「
中
秋
の
名
月
」
や
九
月
の
「
十
三

夜
の
月
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、「
諏
訪
神
社
」
と
同
じ
く
「
丑

の
上
刻
」
に
犀
川
の
流
れ
の
東
北
東
方
向
に
上
が
っ
て
く
る
美
し
く
て
神
秘

的
な「
二
十
六
夜
月
」を
、晴
れ
た
日
な
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　

「
二
十
六
夜
待
」
は
残
暑
の
厳
し
い
時
季
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
川
面
の
上

空
の
空
気
と
川
の
水
の
温
度
差
が
大
き
く
、
靄
（
も
や
）
が
発
生
し
て
、
出

現
し
て
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
は
、
赤
く
見
え
る
「
二
十
六
夜
月
」
と
川
面
に

映
っ
て
ゆ
ら
ぐ
「
二
十
六
夜
月
」
が
い
っ
そ
う
神
秘
的
に
見
え
る
こ
と
が
あ

る
の
だ
ろ
う
。
犀
川
左
岸
に
立
地
す
る
料
亭
「
つ
ば
甚
」
に
「
月
の
間
」
が

あ
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。

　

江
戸
期
ま
で
は
小
松
に
お
い
て
も
こ
の「
二
十
六
夜
の
月
待
行
事
」が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
梯
川
左
岸
に
あ
る
歓
生
亭
は
、「
二
十
六
夜
」
の
お
月
見
を

す
る
の
に
ま
さ
に
最
適
な
場
所
に
建
て
ら
れ
て
た
の
で
あ
ろ
う
。
金
沢
の
料

亭
「
つ
ば
甚
」
の
「
月
の
間
」
と
同
じ
理
由
で
あ
る
。

　

こ
の
位
置
か
ら
、
旧
暦
七
月
二
十
六
日
の
月
が
三
百
数
十
年
前
に
芭
蕉
翁

ら
が
見
た
の
と
ま
っ
た
く
同
じ
に
、
梯
川
の
流
れ
の
東
北
東
の
方
向
、
鶴
来

の
倉
ヶ
岳
や
遠
く
金
沢
の
医
王
山
、戸
室
山
の
方
角
に
上
が
っ
て
く
る
。「
天

文
計
算
」
に
よ
れ
ば
、
元
禄
二
年
の
観
月
句
会
の
時
は
、
午
前
一
時
三
十
分

す
ぎ
に
東
北
東
６
０
度
の
位
置
に
上
が
っ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

〈（
七
月
廿
七
日
）　

巳
ノ
上
刻
（
午
前
九
時
半
ご
ろ
）
立　

斧
ト
志
格
等
来

テ
留
ト
イ
ヘ
ト
モ
立　

伊
豆
守
甚
持
賞
ス　

八
幡
ヘ
ノ
奉
納
ノ
句
有　

真
盛

ガ
句
也
〉『
曽
良
旅
日
記
』

　

小
松
の
諏
訪
社
へ
の
参
拝
を
終
え
た
芭
蕉
翁
の
と
こ
ろ
に
、
句
会
に
同
座

し
た
小
松
の
斧
ト
や
志
格
た
ち
が
や
っ
て
き
て
、
さ
ら
に
小
松
滞
在
の
延
長

を
乞
い
求
め
た
が
、
芭
蕉
翁
は
そ
の
ま
ま
山
中
に
向
か
う
こ
と
に
し
た
。
山

中
温
泉
で
湯
治
の
後
ま
た
小
松
に
も
ど
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

　

山
中
に
向
か
う
時
に
、
句
会
に
同
座
し
た
藤
村
伊
豆
守
（
鼓
蟾
）
と
田
中

伝
兵
衛
（
致
画
）
が
食
事
の
も
て
な
し
を
申
し
出
て
き
た
。
食
事
の
後
小
松

を
出
る
際
に
、「
あ
な
む
ざ
ん
や
な
冑
の
下
の
き
り
ぎ
り
す
」
と
い
う
句
を

多
田
八
幡
宮
に
奉
納
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
も
て
な
し
が
何
処
で
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
は
、『
曽

良
旅
日
記
』
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
折
山
王
社
（
神
主
藤
村
伊
豆
守
）

と
多
田
八
幡
宮
の
す
ぐ
近
く
に
あ
っ
て
小
松
滞
在
の
時
に
宿
と
し
た
「
龍
昌

寺
」（「
建
聖
寺
」
で
は
な
い
）
で
の
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。

　

山
中
温
泉
に
八
日
間
逗
留
の
後
、
八
月
五
日
に
芭
蕉
翁
は
ま
た
小
松
に
も
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ど
っ
て
き
て
、
八
月
七
日
に
芭
蕉
翁
、
享
子
（
歓
生
）、
鼓
蟾
の
三
人
で
「
あ

な
む
ざ
ん
や
な
」
の
句
を
発
句
と
し
て
「
歌
仙
」
三
十
六
の
連
句
を
完
成
し

て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
「
龍
昌
寺
」
に
お
い
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

の
よ
う
に
考
え
る
の
は
、
元
禄
十
四
年
（
１
７
０
１
年
）
の
霜
月
十
一
月
、

芭
蕉
翁
が
こ
の
世
を
去
っ
て
七
年
た
っ
た
後
に
、
翁
の
弟
子
で
あ
っ
た
「
各

務
支
考
（
か
が
み
し
こ
う
）」
が
小
松
を
訪
れ
た
。
こ
の
際
に
、「
龍
昌
寺
」

で
塵
生
、
致
画
、
夕
市
、
季
邑
と
い
っ
た
小
松
の
人
た
ち
と
共
に
句
会
を
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
元
禄
二
年
に
芭
蕉
翁
を
招
い
た
句

会
に
同
座
し
て
い
た
。
各
務
支
考
は
こ
の
時
の
句
会
で
次
の
句
を
詠
ん
で
い

る
。「
霜
月
や
霜
の
ひ
か
り
や
花
と
月
」

　

ち
な
み
に
、
芭
蕉
翁
が
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
紀
行
の
途
上
に
小
松
に
お
い

て
宿
と
し
た
「
龍
昌
寺
」
は
今
も
存
在
す
る
。「
龍
昌
寺
」
は
、
後
に
金
沢

に
移
転
し
て
昭
和
四
十
年
ご
ろ
ま
で
金
沢
市
内
に
あ
っ
た
が
再
移
転
し
て
、

現
在
は
輪
島
市
三
井
の
山
中
に
「
龍
昌
禅
寺
」
と
し
て
現
存
し
て
い
る
。
能

登
半
島
の
「
の
と
里
山
空
港
」
か
ら
直
線
で
４
キ
ロ
く
ら
い
の
所
で
あ
る
。

　

以
下
は
、
参
考
に
す
る
史
料
が
な
い
の
で
、
す
べ
て
私
の
想
像
で
あ
る
。

芭
蕉
翁
が
小
松
か
ら
山
中
に
向
か
う
際
に
出
さ
れ
た
食
事
の
内
容
は
、
よ
く

晴
れ
た
初
秋
の
昼
前
で
あ
る
こ
と
、
し
か
も
、
こ
れ
か
ら
山
中
温
泉
に
向
か

お
う
と
い
う
人
の
た
め
に
、
手
厚
い
も
て
な
し
〈
甚
持
賞
ス
〉
で
あ
っ
た
と

は
い
え
、
そ
れ
ほ
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ

う
め
ん
・
う
ど
ん
な
ど
の
麺
類
、
梯
川
で
捕
れ
た
旬
の
鮎
、
そ
し
て
水
物
と

い
っ
て
深
鉢
に
茄
子
・
胡
瓜
・
水
瓜
な
ど
を
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
っ
て

浮
か
べ
た
も
の
な
ど
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
小
松
城
の
殿
様
の
前
田
利
常
卿

が
茶
道
と
茶
樹
の
植
栽
を
奨
励
し
て
い
た
お
か
げ
で
、
こ
の
四
十
年
ほ
ど
前

に
は
茶
業
が
成
り
た
っ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
も
て
な
し
に
は
、
小
松
龍

助
町
の
「
長
保
屋
理
右
衛
門
」
が
製
茶
し
た
「
小
松
茶
」
が
供
さ
れ
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。


